
マイワシ太平洋系群
令和3年度資源評価結果
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マイワシ太平洋系群 生物学的特性

生物学的特性

 寿命： 7歳程度

 成熟開始年齢：
1歳から成熟開始、2歳で成熟

 産卵期・産卵場：
産卵期は11～翌年6月で、盛

期は2～4月。産卵場は四国沖
～関東近海

 食性：
仔稚魚期は動物プランクトン、

成魚は加えて珪藻類

 捕食者：
中・大型の魚類、イカ類、海産

ほ乳類、海鳥類など
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漁獲量の動向
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● 漁獲量
・1980年代は極めて高い水準、2000年代は低い水準で推移し、

2010年代に増加傾向に転じた。
・2020年は62.2万トン。

拡⼤図



2020年までの年齢別・年別漁獲尾数、
資源量指数

2020年までの年齢別・年別資源尾数、
年齢別・年別漁獲係数

2021年の年齢別資源尾数、
親魚量

チューニングＶＰＡ（※）、自然死亡係数Ｍは0.4を仮定

2021年の新規加入量の仮定
2つの加入量指標値および本系群に適用した再生産
関係と親魚量から算出

2022年の漁獲量
2022年の親魚量予測値から、
漁獲管理規則で算出される漁獲量

2023年以降の年齢別資源尾数、
親魚量、目標達成確率等の予測

2022年の年齢別資源尾数、
親魚量

2022年への前進計算、2021年の漁獲圧は現状のFを仮定

2022年以降の新規加入量の仮定

本系群に適用した再生産関係と、将来予測におけ
る年々の親魚量から算出

2021年への前進計算（※）

資源評価の流れ

※チューニングVPA：調査船調査結果やCPUE等の
資源量指数を用いて補正したコホート解析

※前進計算：2020年の漁獲量に基づき、
2021年の資源状況を予測

漁獲シナリオのもとでの将来予測
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資源の動向

資源量：近年増加傾向で、2014年に100万トンを上回り、
2020年は320.7万トンまで増加
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MSY

最大持続生産量（ＭＳＹ）： 38.9万トン

MSYを実現する親魚量（SBmsy、目標管理基準値）：
118.7万トン

MSY

MSYの
10%に相当

⽬標管理
基準値

MSYの
60%に相当

限界管理
基準値

禁漁
⽔準

MSY：38.9万トン

SBmsy：118.7万トン
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神戸プロット（チャート）

拡大図
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※神戸プロット：資源水準と漁獲圧について、最大持続生産量を実現する水準
と比較した形で過去から現在までの推移を表示したもの

●2020年の親魚量：MSYを実現する親魚量を上回っている。

●2020年の漁獲圧：MSYを実現する漁獲圧を上回っている。



β 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031
1.0 62 89 79 70 46 42 41 40 40 40 40 40
0.9 62 89 79 70 43 40 39 39 39 39 39 39
0.85 62 89 79 70 41 38 38 38 38 38 38 38
0.8 62 89 79 70 39 37 37 37 38 38 38 38
0.7 62 89 79 70 34 34 34 35 36 36 36 36

β 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031
1.0 172 245 243 185 141 129 125 122 122 122 121 120 42%
0.9 172 245 243 185 141 133 131 130 131 131 131 130 51%
0.85 172 245 243 185 141 135 134 134 135 136 136 135 55%
0.8 172 245 243 185 141 137 138 139 140 141 141 141 59%
0.7 172 245 243 185 141 141 145 148 150 152 152 152 69%

2031年に親⿂量が⽬標管理基準値（118.7万トン）を上回る確率

将来の親魚量及び漁獲量の推移

将来の平均漁獲量（万トン）
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将来の平均親魚量（万トン）

● 漁獲管理規則に基づく将来予測において、βを0.7～1.0の範囲で変更した場合の平均親魚量
と平均漁獲量の推移

● 2021年の漁獲量は予測される資源量と2016～2020年の平均漁獲圧により仮定し、2022年から
2023年までは親魚量によらずβ=1.2で漁獲、2024年以降はβ=0.85に基づく漁獲シナリオで漁
獲を行う

● 以上の漁獲シナリオに基づき算定される2022年の漁獲量は79.1万トン



再⽣産関係

2020年の加⼊量（442億尾）は2019年を上回るが2018年を下回る
通常加⼊期の再⽣産関係より上（ただし、データの90％（点線）以内）
⇒ 1970年代後半〜1980年代の⾼加⼊期と同じ環境条件か？ 9



冬季の北太平洋指数
（NPI ：North Pacific 
Index ）の時系列
（1959年～2020年）
（気象庁HPより）

寒冷レジーム（北西太平洋）
日本のマイワシ漁獲量
（百万トン）
（1894年～2020年）
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マイワシ漁獲量と気候変動

2020

アリューシャン低気圧
弱勢

緩やかに増加中

1970年代後半〜1980年代
アリューシャン低気圧強勢

アリューシャン低気圧強い

アリューシャン低気圧弱い
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マイワシ再生産成功率
と親潮の南下

1970年代後半〜1980年代
親潮南下強勢

近年は親潮南下弱勢
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2021年の産卵場の形成状況

関東近海だけでなく、九州南部に
⼤きな産卵場を形成

1980年代の産卵場
の模式図

2021年産卵
調査の結果

関東近海が産卵場の主体。
薩南で⼤きな産卵場が形成されて
いるとは⾔えない
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再⽣産関係

過去の⾼加⼊期と異なる状況
・北太平洋の気候が異なる（アリューシャン低気圧が弱い）
・春季の親潮勢⼒が弱い
・薩南までの産卵場の拡⼤が⾒られない など
過去の⾼加⼊期と同規模の加⼊が⽣じるかは、かなり不確実

通常加⼊期の再⽣産関係（⾚線）を採⽤している 13
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被鱗体長階級（㎝）

マイワシ 計 365642 尾

2021年⽣まれのマイワシの情報 6・7⽉調
査平均漁獲尾数/トロール曳網時間

0歳

1歳以上

0歳 1歳以上

９⽉調査船調査実施中
他の情報などお持ちで
あればご教⽰ください
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